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【主な研究成果】

・Mg細線の作成(30μm) (世界初)
・Mg細線によるフローダイバーター(wire径50μm * 48本編)の試作品の完成　(世界初)
・Mg製フローダイバーターのin vivo試験(ウサギ動脈瘤モデルへの留置)
・Mg細線によるフローダイバーター(wire径46μm * 48本編)の試作品の完成　(世界初)
・Mg細線(φ46μm)に10μmのPLLAコーティングをしたワイヤーを編むことで、PLLAコーティングされたMg製フローダイバーターの試作品を完成させた(世界初)。
・In vivo、in vitro試験の両方でPLLAをコーティングしたステントがコーティングしていないステントと比較して吸収期間を延長させることを確認した。
・In vivo試験で、Co/Crを用いて作成したステントと比較して、PLLAをコーティングしたMgステントがより早期に高い確率で動脈瘤閉塞を示すことをウサギ脳動脈瘤モデルを用いて確認した。(世界初)

【今後の展望】
PLLAをコーティングしたMgステントの長期データ(6ヶ月、1年)に関して検討する。
放射線視認性のあるDFT wireを、混ぜてステントを作成。動物実験において炎症や内皮化を評価する。
ステントのデリバリーデバイスを開発する。
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